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【手続補正書】
【提出日】平成29年3月22日(2017.3.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有効画素行と、
　第１の基準画素と第２の基準画素とが互いに隣接して配置された基準画素対を複数含む
基準画素行と、を含む画素部と、
電圧供給部とを有し、
　前記第１の基準画素は、前記電圧供給部から第１の電圧が供給されるゲートを有すると
ともに、前記第１の電圧に基づく第１の基準信号を出力するトランジスタを有し、
　前記第２の基準画素は、前記電圧供給部から前記第１の電圧とは異なる第２の電圧が供
給されるゲートを有するとともに、前記第２の電圧に基づく第２の基準信号を出力するト
ランジスタを有すること
を特徴とする光電変換装置。
【請求項２】
　前記画素部を走査する走査部をさらに備え、
　前記走査部は、
　前記基準画素行を走査する場合に、前記画素対を最初に選択すること
を特徴とする請求項１に記載の光電変換装置。
【請求項３】
　前記走査部は、前記最初に選択する画素対のうち、第１の基準画素を選択することを特
徴とする請求項２に記載の光電変換装置。
【請求項４】
　遮光された光電変換部を備える遮光画素を含む遮光画素行をさらに有することを特徴と
する請求項１乃至３のいずれかに記載の光電変換装置。
【請求項５】
　前記第２の基準信号は、前記第１の基準信号よりも、前記遮光画素に基づく信号と信号
レベルが近いことを特徴とする請求項４に記載の光電変換装置。
【請求項６】
　前記第２の基準信号は、前記遮光画素に基づく信号と実質的に等しい信号レベルである
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ことを特徴とする請求項４または５に記載の光電変換装置。
【請求項７】
　前記複数の基準画素対の少なくとも一つは、前記基準画素行の端部に設けられたことを
特徴とする請求項１乃至６のいずれかに記載の光電変換装置。
【請求項８】
　前記少なくとも一つの基準画素対は、前記端部から第１の基準画素と第２の基準画素と
がこの順に配列されてなり、
　前記複数の基準画素対の別の一つの基準画素対は、前記基準画素行の前記端部とは反対
の端部に、前記反対の端部から第１の基準画素と第２の基準画素とがこの順に配列されて
なること
を特徴とする請求項７に記載の光電変換装置。
【請求項９】
　前記基準画素行が、前記光電変換装置の温度を検出する温度検出画素をさらに含むこと
を特徴とする請求項１乃至８のいずれかに記載の光電変換装置。
【請求項１０】
　前記複数の基準画素対が、互いに隣接して設けられたことを特徴とする請求項１乃至９
のいずれかに記載の光電変換装置。
【請求項１１】
　前記第１および第２の基準画素は、前記第１および第２の基準信号を切り替えて出力で
きるように構成されたことを特徴とする請求項１乃至１０のいずれかに記載の光電変換装
置。
【請求項１２】
　各々に請求項１乃至請求項１１のいずれかに記載の光電変換装置が設けられた複数の半
導体基板を二次元状に配列してなることを特徴とするマルチチップ光電変換装置。
【請求項１３】
　請求項１乃至１２のいずれかに記載の光電変換装置と、
　前記光電変換装置から出力された信号を処理して画像データを生成する映像信号処理部
と、を備えたこと
を特徴とする撮像システム。
【請求項１４】
　Ｘ線を生成する光源をさらに備えることを特徴とする、請求項１３に記載の撮像システ
ム。
【請求項１５】
　前記Ｘ線の波長を変換する波長変換部材をさらに有することを特徴とする請求項１４に
記載の撮像システム。
【請求項１６】
　有効画素を含む有効画素行と、
　第１の基準画素と第２の基準画素とが互いに隣接して配置された基準画素対を複数含む
基準画素行と、を含む画素部と、電圧供給部とを有し、
　前記第１の基準画素は、前記電圧供給部から第１の電圧が供給されるゲートを有すると
ともに、前記第１の電圧に基づく第１の基準信号を出力するトランジスタを有し、
　前記第２の基準画素は、前記電圧供給部から前記第１の電圧とは異なる第２の電圧が供
給されるゲートを有するとともに、前記第２の電圧に基づく第２の基準信号を出力するト
ランジスタを有する光電変換装置の駆動方法であって、
　前記第１の基準画素からの前記第１の基準信号の読み出しと、前記第２の基準画素から
の前記第２の基準信号の読み出しとを、前記有効画素からの信号の読み出しに先んじて行
うことを特徴とする光電変換装置の駆動方法。
【請求項１７】
　遮光された光電変換部を備える遮光画素をさらに有し、
　前記第２の基準信号は、前記第１の基準信号よりも前記遮光画素に基づく信号と信号レ
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ベルが近いことを特徴とする請求項１６に記載の光電変換装置の駆動方法。
【請求項１８】
　前記第２の基準信号は、前記遮光画素に基づく信号と実質的に等しい信号レベルである
ことを特徴とする請求項１７に記載の光電変換装置の駆動方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明の一つの側面である光電変換装置は、有効画素行と、第１の基準画素と第２の基
準画素とが互いに隣接して配置された基準画素対を複数含む基準画素行と、を含む画素部
と、電圧供給部とを有し、前記第１の基準画素は、前記電圧供給部から第１の電圧が供給
されるゲートを有するとともに、前記第１の電圧に基づく第１の基準信号を出力するトラ
ンジスタを有し、前記第２の基準画素は、前記電圧供給部から前記第１の電圧とは異なる
第２の電圧が供給されるゲートを有するとともに、前記第２の電圧に基づく第２の基準信
号を出力するトランジスタを有することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の別の一つの側面である光電変換装置の駆動方法は、有効画素を含む有効画素行
と、第１の基準画素と第２の基準画素とが互いに隣接して配置された基準画素対を複数含
む基準画素行と、を含む画素部と、電圧供給部とを有し、前記第１の基準画素は、前記電
圧供給部から第１の電圧が供給されるゲートを有するとともに、前記第１の電圧に基づく
第１の基準信号を出力するトランジスタを有し、前記第２の基準画素は、前記電圧供給部
から前記第１の電圧とは異なる第２の電圧が供給されるゲートを有するとともに、前記第
２の電圧に基づく第２の基準信号を出力するトランジスタを有する光電変換装置の駆動方
法であって、前記第１の基準画素からの前記第１の基準信号の読み出しと、前記第２の基
準画素からの前記第２の基準信号の読み出しとを、前記有効画素からの信号の読み出しに
先んじて行うことを特徴とする。
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